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理事長・学長
1993年北海道大学大学院工学研究科
精密工学専攻博士後期課程修了。博士

（工学）。専門は人工知能、ディープ
ラーニング、観光情報学、自律分散
ロボット制御、複雑系工学など。北海
道大学教授、公立はこだて未来大学
教授などを経て、2023年より現職。

　国内有数のAI研究の拠点である公立はこだて未来大学は、
システム情報科学部の中に幅広い研究領域を内包する、情
報系の単科大学です。情報アーキテクチャ学科には情報シ
ステム、高度ICT、情報デザインの3コース。複雑系知能
学科には複雑系、知能システムの2コースが用意され、既
存の学問分野の枠を超えたユニークなカリキュラムを展開
しています。
　函館山を望む丘の上に立ち、夜には函館の「裏夜景」を
見渡すキャンパスには、未来志向の研究と教育を創成する
場として、総ガラス張りの巨大オープンスペースが用意さ
れます。「オープンスペース、オープンマインド（1）」の精
神で、教員と学生の双方向の学びや、学生同士の学び合い
を重視しながら、コンピューターを基盤とする問題解決能
力を養うことで、豊かな社会の実現に取り組んでいます。

日
本
の
Ａ
Ｉ
研
究
を
牽
引
す
る
大
学
と
し
て

豊
か
な
世
界
の
実
現
に
貢
献
す
る
べ
く

問
題
解
決
能
力
を
持
つ
人
材
を
育
成

公立はこだて未来大学
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幅
広
い
研
究
領
域
を
背
景
に

情
報
の
力
で
生
活
を
豊
か
に
す
る

　

２
０
０
０
年
開
学
の
公
立
は
こ
だ
て
未

来
大
学
は
、
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部
か
ら

な
る
情
報
系
の
単
科
大
学
。
情
報
と
聞
い

て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
人
工
知
能
や
情
報
シ

ス
テ
ム
と
い
っ
た
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
認

知
科
学
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
な
ど
、
幅
広
い
研
究
領
域
を
有
し
て
い

ま
す
。
情
報
系
は
関
連
す
る
領
域
が
広
く
、

「
自
分
の
専
門
領
域
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
手
を
付
け
て
い
く
意
欲
が
求

め
ら
れ
る
」
と
鈴
木
恵
二
学
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
本
学
に
は
授
業
以
外
に
も
講
演
や

ハ
ッ
カ
ソ
ン
な
ど
世
の
中
の
仕
組
み
を
知

る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
用
意
さ
れ
、
毎
日

新
し
い
発
見
が
可
能
で
す
。
大
学
の
４
年

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
の

で
、
後
回
し
に
す
る
こ
と
な
く
、
欲
張
り

さ
を
発
揮
し
て
貪
欲
に
ト
ラ
イ
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」

　

同
大
の
教
育
は
、
学
部
名
に
も
あ
る

「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
の
修
得
を
一

つ
の
目
標
と
し
ま
す
。
情
報
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
だ
け
で
世
界
を
動
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
混
ざ
り
合

い
、
お
互
い
の
強
み
を
発
揮
し
な
が
ら
課

題
解
決
に
臨
む
中
で
、
能
力
が
伸
び
て
い

く
側
面
も
大
き
い
そ
う
で
す
。

　

学
生
の
学
び
を
後
押
し
す
る
「
メ
タ
学

習
ラ
ボ
」
も
注
目
の
制
度
で
、
授
業
の
疑

問
点
や
深
く
知
り
た
い
こ
と
を
、
先
輩
学

生
の
チ
ュ
ー
タ
ー
に
教
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
学
生
の
つ
ま
づ
き
を
い
ち
早
く
解

消
す
る
効
果
だ
け
で
な
く
、
教
え
る
側
の

成
長
に
も
つ
な
が
る
仕
組
み
で
す
。

国
内
有
数
の
Ａ
Ｉ
研
究
拠
点

地
域
社
会
と
の
連
携
に
も
注
力

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
は
、
Ａ
Ｉ
に

関
す
る
国
内
有
数
の
研
究
拠
点
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
島
秀
之
元
学
長
、
松

原
仁
特
命
教
授
、
平
田
圭
二
教
授
な
ど
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
が
開
学
時
か

ら
集
ま
り
、
日
本
の
Ａ
Ｉ
研
究
を
牽
引
し

て
き
ま
し
た
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
扱
う
研

究
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
学
生
向
け
に

は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
オ
ー
プ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
  （3）

」
と
い
う
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
体

系
的
に
学
べ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
水

産
業
が
盛
ん
な
函
館
に
位
置
す
る
大
学
と

し
て
独
自
の
研
究
領
域
「
マ
リ
ン
Ｉ
Ｔ
」

を
展
開
。
日
本
各
地
で
の
水
産
業
の
Ｉ
Ｔ

で
初
め
て
、
世
の
中
で
役
に
立
つ
も
の
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
科
学
的
探
求
が
生
み
出
さ
れ

ま
す
。
確
か
な
知
識
や
ど
う
動
い
て
い
る

か
を
見
破
る
力
、
未
来
を
想
像
す
る
力
、

も
っ
と
良
く
す
る
方
法
を
探
求
す
る
力
な

ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
を
深

く
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
い
か
に

人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
か
。「
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
  （2）

」

と
呼
ば
れ
る
、
計
算
機
の
存
在
を
前
提
と

し
た
問
題
解
決
の
発
想
力
が
身
に
つ
く
の

は
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
で
学
ぶ
こ

と
の
大
き
な
価
値
だ
と
言
え
ま
す
。

１
年
か
け
て
課
題
解
決
に
挑
戦

個
性
が
混
ざ
り
合
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
の
特
徴
的
な

授
業
の
一
つ
が
、
３
年
生
全
員
が
参
加
す

る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」

で
す
。
学
生
が
５
〜
15
人
ほ
ど
の
少
人
数

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
２
〜
３
人
の
担
当

教
員
と
と
も
に
丸
１
年
を
か
け
て
課
題
解

決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

教
員
か
ら
は
「
未
来
を
形
作
る
部
品
を

つ
く
ろ
う
」
と
い
っ
た
大
枠
の
テ
ー
マ
は

示
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
何
を
つ
く
っ
て
い
く
か
は
学

生
た
ち
に
任
さ
れ
ま
す
。
明
確
な
解
が
あ

る
問
題
で
は
な
い
の
で
途
中
で
つ
ま
づ
く

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
教
員
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
学
生
同
士
の
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
乗
り
越
え
て
い
き

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
は
学
科
・

コ
ー
ス
に
関
係
な
く
、
興
味
の
あ
る
テ
ー

マ
に
対
し
て
学
生
が
集
ま
る
形
で
実
施
さ

（1） 「オープンスペース、オープンマインド」
　未来志向の研究と教育を創成するために、公
立はこだて未来大学が重視してきた精神。キャ
ンパスには５階分を吹き抜けとする大空間を配
し、学びの共同体としての一体感を醸成。オー
プンな空間と、教員・学生が双方向に影響し合
うオープンな学びが、同大のさまざまな活動を
生み出す根源となっている。

（2） コンピューテーショナル・シンキング
　コンピューターを活用しながら課題の発見や
分析、解決方法の考案などに取り組むための、
総合的な思考能力や思考方法。文部科学省が提
唱する「プログラミング的思考」も、こうした
能力の一部。

（3） データサイエンスオープンプログラム
（DSOP）

　知識を体系立てて修得し、実社会でデータサ
イエンティストとして活躍するための素養を身
につけるための独自の履修プログラム。「デー
タサイエンス入門」「確率・統計学」「データ
ベース工学」「画像認識」「実験調査データ解析」

「認知心理学演習」といった科目が開講されて
いる。

（4） SAVS（Smart Access Vehicle Service）
　タクシー（デマンド交通）と路線バス（乗合
交通）の長所を掛け合わせたAIによる配車サー
ビス。複数人の乗車希望をAIがリアルタイムに
調整することで、公共交通の空車率を減らし、
限られた車両数で最大限の輸送効率を達成でき
る。

化
支
援
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
養

殖
支
援
な
ど
、
実
践
的
な
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

他
分
野
と
協
働
し
て
行
わ
れ
る
研
究
は

他
に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
美
術
館
や
博

物
館
の
文
化
財
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
再
利

用
を
可
能
に
す
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｉ
Ｔ
」、

Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｓ
  （4）

と
呼
ば
れ
る
乗
り
合
い
交
通

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
人
々
の
移
動
を
支

援
す
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
Ｉ
Ｔ
」、
遠
隔
医

療
や
手
術
の
経
過
予
測
へ
の
Ａ
Ｉ
活
用
、

フ
レ
イ
ル
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
支
援
と
い
っ

た
高
齢
者
支
援
に
取
り
組
む
「
メ
デ
ィ
カ

ル
Ｉ
Ｔ
」
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
に
は
卒
業
研
究
や
大
学

院
の
研
究
と
し
て
学
生
も
積
極
的
に
参
加
。

前
出
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
、
地
域
の

課
題
解
決
に
学
生
が
取
り
組
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

高
い
就
職
率
に
表
れ
る
、

卒
業
生
へ
の
社
会
か
ら
の
期
待

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
の
23
年
３
月

卒
業
生
の
就
職
率
は
97･

１
％
。
情
報
系

人
材
に
は
社
会
か
ら
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
り

ま
す
。
手
厚
い
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
就
職
を

後
押
し
。
３
年
生
か
ら
週
１
回
行
わ
れ
る

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
情
報
系

の
資
格
取
得
支
援
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
単
位
化
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

12
月
に
は
学
内
に
企
業
を
招
い
て
１
週
間

の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
さ
ま
ざ

ま
な
会
社
説
明
会
に
参
加
し
て
視
野
を
広

げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

情
報
系
の
分
野
で
は
卒
業
後
、
多
様
な

人
々
と
関
わ
り
な
が
ら
働
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
重
視
し
た
教
育
も
、
高
い
就
職
率
の
一

因
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
英
語
の
授
業
で

は
、
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
調
べ
、
発
表
し
、
意
見
を
交
換
し
合
う

こ
と
を
重
視
。
デ
ザ
イ
ン
系
の
授
業
で
は
、

情
報
を
相
手
に
は
っ
き
り
伝
達
す
る
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
学
び
ま
す
。

　
「
大
切
な
の
は
論
理
的
思
考
に
基
づ
い

て
、
人
の
話
を
聞
き
、
伝
え
る
べ
き
こ
と

を
順
序
立
て
て
説
明
で
き
る
か
と
い
う
点
。

話
下
手
だ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
低
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

高
校
生
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

（
鈴
木
学
長
）

プロジェクト学習の授業風景

公立はこだて未来大学の学び

公立はこだて未来大学　

4321

システム情報科学部

情報アーキテクチャ学科
広い視点と柔軟な発想で
情報システムを構築

情報システムコース
Information Systems Course

複雑系知能学科
複雑系科学と知能システムで
未来社会を設計

この世界を構成するあらゆる要素を「情報」と考え、
その情報が相互に関連し合う「システム」として社会
をとらえるのが、「システム情報科学」という学問で
す。コンピュータ技術を基盤として、情報技術やデザ
イン、コミュニケーション、認知心理学や複雑系、人
工知能などの多彩なジャンルが有機的に融合した
新しい学問領域です。情報技術の未来を担う人材
を育むために、未来大のシステム情報科学部には、
既成の情報工学や情報科学の枠組みを越えた、新
時代にふさわしい高度でユニークなカリキュラムが
用意されています。学生は２年次から情報アーキテ
クチャ学科と複雑系知能学科の２学科に分かれ、
さらにその中の５コースのいずれかに所属してそ
れぞれの学びを深めます。

卒業研究プロジェクト学習
年次：発展力を活かす
未来大における学びの
集大成に取り組みます。

年次：実践力を高める
学科・コースを横断したチームを結成し
プロジェクト学修に取り組みます

年次：専門力を高める
学科・コースに分かれ専門科目を
学びます

学科・コース
選択

年次：基礎力をつける
４年間学ぶための基礎力をしっかりと
幅広く身につけます。

就　職

大学院
卒業

IoT、ビッグデータ、セキュリティなど情報システムの最前線を学
び、未来を切り拓く新たなシステムをデザインできる人材を育
成します。

高度ICTコース（3年次に選択）
Advanced ICT Course
大学院への進学を前提に、学部・大学院の６年一貫で教育を
実施。産業界で求められている高度ソフトウェアシステムのデ
ザイン・開発・マネージメント力を持った人材を育成します。

情報デザインコース
Information Design Course
デザイン理論、ヒューマンインターフェースなどの情報デザイン
分野に加え、情報科学・認知科学の最先端を学習。情報デザイ
ン分野を切り拓く人材を育成します。

複雑系コース
Complex Systems Course
複雑系という新しくて発見的なモノの見方を、情報科学や数理科学
の知識、さらに情報処理の実践的スキルと統合して高い次元で身に
つけ、情報の活用能力とデータ分析力に優れた人材を育成します。

知能システムコース
Intelligent Systems Course
人工知能やハードウェア技術と、認知科学・インタラクティブシ
ステムなどをあわせて学び、次世代の情報システムエンジニア
を育成します。

Design
デザイン

Complex
Systems
複雑系

Information
情報

Intelligence
知能

Computers
コンピュータ

オ
ー
プ
ン
に
学
べ
る
風
土
が

学
生
の
成
長
意
欲
を
後
押
し

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
は
教
室
も
教

員
の
居
室
も
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
授
業
や
研

究
の
様
子
が
自
然
と
目
に
入
る
空
間
で
過

ご
し
ま
す
。
意
欲
的
な
学
生
は
１
年
生
の

頃
か
ら
自
主
的
に
研
究
室
に
入
っ
た
り
、

勉
強
の
進
め
方
を
相
談
し
た
り
と
、
教
員

と
学
生
が
密
な
関
係
の
中
で
学
ん
で
い
ま

す
。
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
研
究
に
も

自
由
に
取
り
組
め
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
で

も
学
生
の
自
発
的
な
活
動
を
後
押
し
。
さ

ま
ざ
ま
な
挑
戦
が
し
た
い
意
欲
的
な
人
に

最
適
な
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

鈴
木
学
長
は
高
校
生
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
大
き
く
広
が
る
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
、
能
力
を
伸
ば
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
を
か
け
ま
す
。

　
「
将
棋
の
藤
井
聡
太
さ
ん
が
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
強
く
な
っ
た
よ
う
に
、
今
は
Ａ
Ｉ

の
支
援
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
能

力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
皆
さ

ん
も
Ａ
Ｉ
の
力
を
借
り
れ
ば
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
以
上
の
天
才
に
な
れ
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
す
。
天
才
が
一
人
現
れ
る

と
、
世
の
中
は
本
当
に
良
く
な
り
ま
す
。

自
分
の
能
力
を
伸
ば
せ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

優
れ
た
人
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
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